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1

Performance モジュール

Sun™ Control Station の Performance コントロールモジュールを使用すれば、さま
ざまなパラメータによって、管理対象ホストの動作状態を表示できます。本マニュア
ルでは、Performance コントロールモジュールを通じて利用可能な機能とサービスに
ついて説明します。

このモジュールで可能な作業は、次のとおりです。

� ホスト、またはホストグループのパフォーマンスデータの概要を表示する。
� ホスト、またはホストグループのパフォーマンスデータを更新する。

注 – この章に示すほとんどの手順では、 初のステップで左側のメニューバーにあ
る「Performance」をクリックし、2 番目のステップでサブメニューの項目をクリッ
クします。

各手順のステップ数を減らすため、これらのメニューコマンドをまとめています。各
項目の間に大なり括弧を入れています。

たとえば、「Performance」>「Summary」は、左側のメニューバーにある
「Performance」をクリックしてから、サブメニューの「Summary」をクリックする
ことを意味します。

「Task Progress」ダイアログ

たとえば、ある特定の管理対象ホストについてのパフォーマンス情報を更新するなど
のタスクを起動すると、「Task Progress」ダイアログが表示されます。このダイアロ
グには、タスクの現在の状態を示す「Status」フィールドと進行状況バーが表示され
ます。進行状況バーが 100% になったら、タスクは完了です。

現在のタスクの実行中に UI で別のタスクを実行する場合は、「Task Progress」ダイ
アログをバックグラウンドに移動できます。バックグラウンドに移動するには、進行
状況バーの下にある「Run Task In Background」ボタンをクリックします。
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「Task Progress」ダイアログに戻るには、左側の「Administration」>「Tasks」を選
択します。タスクのテーブルが表示されます。タスクがまだ実行中の場合は、
「Duration」列に状態メッセージが表示されます。この列の進行状況バーのアイコン
をクリックすると、このタスクの「Task Progress」ダイアログが再表示されます。

タスクが完了し、進行状況バーが 100% になったら、「Task Progress」ダイアログの
下に「Done」と「View Events」の 2 つのボタンが表示されます。

� 完了したタスクに関連するイベントのリストを表示するには、「View Events」を
クリックします。「Events For <タスク>」テーブルが表示されます。右上にある
上矢印のアイコンをクリックすると、「Tasks」テーブルが表示されます。

� 前の画面に戻るには、「Done」をクリックします。

Schedule
スケジュール機能 (「スケジューラ」ともいう) を使用すると、1 つまたは複数のタス
クを後で実行するスケジュールを設定できます。

Sun Control Station のタスクの多くはスケジュールを設定できます。スケジュールを
設定できる場合、「Schedule」というボタンが、 後のステップのテーブルまたは選
択ウィンドウに表示されます。

スケジューラの操作を次に示します。これはどのタスクでも同じです。

1. タスクについて必要なフィールドに値を指定します。

2. 「Schedule」をクリックします。

「Schedule Settings For <タスク>」が表示されます。

3. スケジュールの設定を行います。

一部の機能については、テーブルの上にあるプルダウンメニューを使用してタスクの
頻度を設定できます (毎時、毎日など)。

スケジュールが設定されたタスクの開始時、終了時、またはその両方を通知する人の
電子メールアドレスも入力できます。

4. 「Save」をクリックします。

「Administer」>「Schedule」で、「Scheduled Tasks」テーブルにスケジュールさ
れたタスクが表示されます。

5. このテーブルで、スケジュールが設定されているタスクの詳細を表示したり、タスク
を変更または削除したりできます。

スケジュールされたタスクの詳細を表示するには、虫めがねのアイコンをクリックし
ます。

スケジュールされたタスクを変更するには、鉛筆のアイコンをクリックします。

スケジュールされたタスクを削除するには、削除のアイコンをクリックします。
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Performance 画面
左側にある「Performance」メニューをクリックすると、サブメニュー項目が表示さ
れ、管理対象ホストに関する Performance データの概要表示および管理対象ホスト
に関する Performance データの更新ができます。

次のようなサブメニュー項目があります。

� Summary (3 ページの「Summary」を参照)
� Update (5 ページの「Update」を参照)

選択ウィンドウ

選択ウィンドウの動作についての詳細は、『管理者マニュアル』(PDF) の第 3 章、
「選択ウィンドウ」を参照してください。

Summary
「Summary」サブメニュー項目は、管理対象ホストに関する Performance データの
概要を表示します。

「Summary」サブメニュー項目をクリックすると、選択ウィンドウが表示され、グ
ループと各グループ内のホストが提示されます。

パフォーマンスデータの表示

管理対象ホストに関するパフォーマンスデータの概要を表示する手順は、次のとおり
です。

1. 「Performance」>「Summary」を選択します。

選択ウィンドウが表示され、管理対象ホストの一覧が提示されます。

2. ホストをクリックし、強調表示にします。「Select All」をクリックすると、リスト
内のすべてのホストを選択できます。

3. 右下の「View Summary」をクリックします。

「Performance Summary」テーブルが表示されます (図 1 の例を参照)。

4. このテーブルには次の列があります。

� 「Host Name」-  管理対象ホストのホスト名です。
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� 「Class」-  ホストの種類です。
� 「Uptime」-  ホストが 後に再起動されて以降の経過日数と時間です。
� 「Load」-  直前の 1 分間の平均負荷です。
� 「Memory」-  RAM の使用率です。
� 「Swap」-  スワップスペースの使用率です。

� 「Disk」-  ハードディスクドライブの使用比率です。
� 「Details」-  ホストの Performance に関する詳細を表示するには、虫めがねのア

イコンをクリックします。情報テーブルが複数表示されます。図 2 に、表示され
るテーブルの例を示します。

図 1 に「Performance Summary」テーブルの例を、図 2 に「Detailed 
Performance」テーブルの例を示します。

「Update」ボタン

「Performance Summary」テーブルが表示されているときに、テーブル下の
「Update Now」ボタンをクリックすると、テーブルに表示されているホストに関す
るパフォーマンスデータを更新できます。図 1 を参照してください。

更新機能に関する詳細は、5 ページの「Update」を参照してください。

図 1 「Performance Summary」テーブル
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図 2 「Detailed Performance」テーブル

Update

「Update」サブメニュー項目を使うと、選択された管理対象ホストから 新のパ
フォーマンスデータを取得できます。

「Update」サブメニュー項目をクリックすると、選択ウィンドウが表示され、グ
ループと各グループ内のホストが提示されます。

パフォーマンスデータの更新

管理対象ホストから 新のパフォーマンスデータを取得する手順は、次のとおりで
す。
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1. 「Performance」>「Update」を選択します。

選択ウィンドウが表示され、管理対象ホストの一覧が提示されます。

2. ホストをクリックし、強調表示にします。「Select All」をクリックすれば、リスト
内のすべてのクライアントを選択できます。

3. 右下の「Update Now」をクリックします。

「Task Progress」ダイアログが表示されます。

注 – パフォーマンス情報の更新に関するスケジュールは、後でも設定できます。詳
細は、2 ページの「Schedule」を参照してください。


